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歯科診療情報の標準化(平成25年度～27年度)

歯牙特徴に基づく26項目（標準
プロファイル）を策定し、この情
報を用いた場合、身元確認にお
いて極めて高精度に絞り込みが
可能であることを実証

標準プロファイルを基礎とし、意
見聴取をもとに考察しながら、標
準的な口腔内所見を階層構造に
整理して再定義し、各項目の意
味の明確化と今後の拡張性を確
保した （多様な情報粒度に対応
可能）

25年度 26年度
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歯科診療情報の標準化(平成25年度～27年度)
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災害時等における歯科診療
情報消失のリスクを踏まえ、
包括的なバックアップとして
、より多くの情報を保存する
ことも考慮しながらデータセ
ットを拡張。日本の保険診
療をもとに、且つ海外との
歯科情報との整合性、互換
性も考慮した「口腔状態の
標準データセット」を策定

27年度

(抜粋：歯のデータセット 1/3,2/3)



平成28年度実証事業の課題

①歯科診療情報のデジタル出力（標準化）

電子カルテ等から統一された基準に準じた歯

科診療情報をデジタルデータとして出力する。

②歯科診療情報の保存

災害等で歯科医療機関が損壊した際に、歯科

診療情報の保全を図る。

③歯科診療情報の利活用

身元確認を筆頭に、歯科診療情報の利活用方

法を検討する。
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CSV

平成28年度実証事業の概要

CSV

CSV

HL7

各社仕様

SS-MIX
仕様

医療機関外
ストレージ等

バックアップ
外部保存

様々な形式
のデータ

CSV形式
ファイル

HL7形式
ファイル

ローカル
ストレージ

歯科医療機関
データ
センタ等

【データの利活用検討】
・身元確認・検索
・医療情報データベース
・医療連携等のネットワーク活用
・医療情報の一元化

【出力プログラム】

「口腔診査情報コード
仕様」を基にデータを
変換する。出力はCSV
ファイル、統一コード。

【コンバータ】
「CSV形式ファイル」を
「HL7形式ファイル」に
変換する。SS-MIXに
対応可能。

SS-MIX：Standardized Structured Medical Information eXchange 5

③利活用

②保存①標準化



①歯科診療情報のデジタル出力（標準化）

成果

• 「口腔診査情報コード仕様」及びそれに基づい
たCSV出力プログラム

• 「口腔診査情報CSV形式データからHL7への変
換仕様」及びそれに基づいたコンバータ

これらにより電子カルテ等に保存されている歯科診
療情報をHL7形式に変換することが可能となった。

CSV HL7
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①歯科診療情報のデジタル出力（標準化）

課題

• 「口腔診査情報コード仕様」の修正とそれに伴う
CSV出力プログラム及びコンバータの修正

CSV出力プログラムの開発に際し、仕様の問題点
が明らかとなり、細部の修正が必要

• 「口腔診査情報コード仕様」に基づいたCSV出力
プログラム開発に携わっていないベンダーから
の要望

ベンダーにより電子カルテ等の表示形式や対応可

能な範囲が異なる



②歯科診療情報の保存

保存方法

• HL7形式のファイルをSS-MIXのフォルダ構造に
準じてローカルストレージ（医療機関内HD等）
に保存する。

• ローカルストレージ内のデータを歯科医療機関
外ストレージ（データセンタ等）に保存する。
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②歯科診療情報の保存

課題

• 歯科診療情報管理者が災害等により行方不
明もしくは死亡した際の対応（歯科診療情報

の所有権）

• 大規模災害時に備え、一定の機関（国、地方
公共団体）等が歯科情報を保存し、身元検索

に使用できる仕組みの構築（法的整備含む）



③歯科診療情報の利活用

身元確認

• 従来と同様、警察からの照会に対し、歯科医
療機関が個別にて対応を行う。

• 歯科診療情報の標準化（生前及び死後）を普
及させることにより、身元確認作業の効率化・

迅速化を図る。
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突合
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③歯科診療情報の利活用

課題（身元確認に係る利活用）

• 身元不明者の生前歯科診療情報が入手困難
な際の対応

• 国民や医療従事者への理解及び周知
課題（身元確認を含め、それ以外の利活用）

• 国民や医療従事者にとって必要とされる歯科
情報の利活用方法

• 個人情報の取り扱い



平成29年度事業の概要
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（１）「平成28年度歯科診療情報の標準化に関する

実証事業」における未完了部分の実施

（２）診療情報共有を目指したモデル地区展開

（３）モデル地区展開を踏まえた「口腔診査情報コード

仕様」と出力プログラムの検証

（４）厚生労働省標準規格の取得に向けた検討



事 業（１）

13

平成２８年度実証事業の積み残しの課題を進める

▽「口腔診査情報コード仕様」の修正

（解釈が異なる点の統一）

▽「口腔診査情報コード仕様」のビジュアル化

（Webアプリによるデータ読み込みまたは修正）

「平成28年度歯科診療情報の標準化に関する

実証事業」における未完了部分の実施



事 業（２）
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（１）を踏まえて、

「口腔診査情報コード仕様」に準拠した診療情報
共有環境の構築及びモニタリング（歯科医療機関
での実証）を２地区程度で実施

診療情報共有を目指したモデル地区展開



事 業（３）
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⦿（２）の結果の検証に基づく、
「口腔診査情報コード仕様」と出力プログラムの

修正⦿歯科情報の保管場所や保存方法等について、
法律との整合性を含めて改めて検証⦿歯科医療機関への普及策の検討

モデル地区展開を踏まえた

「口腔診査情報コード仕様」と出力プログラムの検証



事 業（４）
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事業（１）～（３）と並行して、⦿厚生労働省標準規格の取得に向けて、HELICS
協議会に提案する準備を進める。

⦿国民及び医療従事者への理解・協力を促すため
の啓発方法等についても検討する。

厚生労働省標準規格の取得に向けた検討



平成２９年度事業の実施体制
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歯科情報の標準化普及事業WG

○歯科医師会関係者
○医療情報分野の専門家
○保健医療福祉情報システム工業会（JAHIS）
○医療情報システム開発センター（MEDIS）
○歯科レセコン開発者
○弁護士 等

タ ス ク フ ォ ー ス

※メール会議、ＷＧメンバーから選定


